





























































































































































































































悌三段階|悌一段躙 匝二段國 属四段階l 次地域社会で 対立を解 情報収集と分析を行 論理的に意見を の生じるトラブ 決するため うことができる (ill)。 まとめる（発表して 問
ル事例を，「対 に必要な情 分析結果を学問的 共有する）ことがで 題







［効率と公正」の観点から PBL学習過程論の第一段階 (I) において，子どもが導出することが考え
られる解決策を次のようにした。それらは，大別すると① 「具体的な道具による猫対策」，② 「自治会等






































なる ③はA ざ人が B さんとの関係性を壊‘、/だくな‘•、として’｀ヽることからこび解決はながなか困難であ
Bさんを説得する材料を集めるという意味では，調査が必要になる。ごこで学生は，環境しかし，
自治会
































































































10)環境省告示第 37号「家庭駁物等の飼養及び俣管に関する基準」〈二成 14年 5月28l:i告示，平成25年環境省告
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